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公益社団法人 北海道臨床工学技士会    
会長 室橋 高男    

  

新年明けましておめでとうございます。2016 年の新春を迎え、本年が会員皆様と当会にとって良い年に

なることをお祈り申し上げます。また、日頃より当会の活動に対しまして格別のご指導、ご支援を賜っておりま

す関係各位の皆さまに深く感謝申し上げます。       

昨年は、学術委員会、教育委員会企画の各種セミナーと学術大会を開催する中で、北海道東北臨

床工学技士連絡協議会との合同開催となる第 2回北海道・東北臨床工学会（第 26回北海道臨床工

学会）を開催し、東北 6 県からの参加者の他、70 演題を越える演題数で盛況に終えることができました。

教育委員会では、学会発表へ向けた統計セミナーや心カテセミナーを開催したほか、ロボット手術作業

部会は 3年目を迎え、保守管理や災害対応のマニュアルの作成を進め、先進医療へ臨床工学技士とし

て活躍できるよう積極的に関わるべく進めております。医療安全では、医療スタッフへの講習会を開催し、

医療安全の向上を目指し活動しています。財務委員会、事務局においては各種の受付、事務作業、会

計処理など多方面に関わり各事業を成功に導いてくれています。広報委員会では、各セミナーに参加

し、その内容を技士会ニュースへ掲載するほか、医療新聞等への取材協力など認知度向上に貢献して

います。公益事業推進委員会では、ＡＥＤ点検講習を行ったほか、一般の方々への公開講座を各地方

で積極的に開催し、医療機器の安全性と信頼性の向上に努め、臨床工学技士の認知度を向上させて

おります。危機管理委員会は、引き続き第３回危機管理セミナーを本年も開催することとなっております。 

この場を借りまして当会活動へご尽力いただいている皆様には、心より感謝を申し上げます。 

その他には、公益法人立ち入り検査が北海道によって昨年 12 月 18 日に実施されました。その結果、

事業の適切な運営が認められ「引き続き適正な法人運営に努められるよう願います」との通知を頂きまし

た。今後も、公益社団法人として公益事業を全道で展開する中で、「個々のスキルアップと技術の研鑽」

も忘れることなく、教育システムの充実と道民の皆様へ貢献できる活動をし、あり方についても様々な視点

から検討し、改善を加えるべく進めて行きます。 

  今後も皆様の一層のご支援、ご協力をお願いし、本年が会員皆様にとりまして益々のご健勝の年であり

ますことをお祈り申し上げます。 
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■投票期間は２月９日～２月１９日（消印有効） 

★忘れずに投票して下さい。 
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1）有権者（役員選出規定第２章第２条） 

① 平成２７年１２月７日（選挙告示日）までに年

会費を完納している普通会員にのみ投票は

がきを同封しています。  

 

2）投票要項  

① 投票期限：平成２８年２月９日から２月１９日

（当日消印有効）  

② 投票方法：同封の指定投票用紙（はがき）を

使い、定数８名以下の立候補者に投票し、選

挙管理委員会へ郵送する。無記名投票。  

③ 投票用紙の記入方法  

投票する定数８名以内の立候補者に対して、

立候補者番号投票欄に「○」を記入する。  

④ 投票の有効  

投票用紙の「○」記載のみ投票と認める。そ

れ以外の紙面への記入は無効とする。また

「○」が９名以上の場合は無効となる。  

 

3）開票および当選の確認  

① 開票作業は選挙管理委員会で行う。  

② 得票数の多い候補者から順次当選とする。  

③ 平成 ２８年２月２６日にホームページにて当

選者の公示を行う。  

 

4）異議申し立て  

本公示に対する異議申し立ては、平成２８年

２月３日までに選挙管理委員会へ文書にて行っ

て下さい。  

 

 

北海道臨床工学技士会 選挙管理委員会事務局  

 

〒061－0005  

札幌市西区山の手５条７丁目１番１号  

北海道医療センター 臨床工学室内  

公益社団法人北海道臨床工学技士会 

選挙管理委員会  

委員長 阿部 渉  

 

北海道心カテセミナーの様子 

平成 28 年 1 月 17 日(日)に吉田学園医療歯科

専門学校におきまして「第 8 回 公益社団法人北

海道臨床工学技士会 卒後教育セミナー」が開催

されました。 

本セミナーは名古屋市立大学大学院医学研究

科 非常勤講師の松本一彦先生を講師に迎え、統

計解析に関する事柄や「Pharmaco Physic 統計

ソフト」の使い方を学ぶために教育委員会が毎

年企画、開催しているもので、若手技士はもち

ろん指導的立場の方々にも有意義なセミナーと

なりました。 

年明け早々の多忙な時期にもかかわらず、ご

平成 27 年 12 月 5 日（土）に TKP 札幌駅カ

ンファレンスセンターで「北海道心カテセミナ

ー2015Vol.1」が開催されました。 

今回は「～濃厚な術前カンファレンスにする

ために～」をメインテーマとして、「自施設にお

ける心カテ業務」～どうやっていますかカテカ

ンファレンス～と題したパネルディスカッショ

ンを NTT 東日本札幌病院 桑田大輔 先生、時計

台記念病院 小谷祐介 先生、北海道循環器病院 

猪俣雄祐 先生に、特別講演「CT イメージング

を IVUS イメージングに活かす」を医療法人 千

栄会 高瀬クリニック 佐野始也 先生にご講演

頂きました。 

お忙しい中ご講演頂いた講師の先生方、共催

頂いた株式会社 GOODMAN の皆様に深く御礼

申し上げます。 
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＜「人工呼吸器欠陥で死亡」  

ＡＬＳ患者遺族が業者提訴＞ 

全身の筋肉が徐々に動かなくなる筋萎縮性側

索硬化症（ＡＬＳ）を患った埼玉県の男性＝当

時（６５）＝が死亡したのは、人工呼吸器の欠

陥が原因だとして、遺族が２８日、呼吸器を輸

入販売するフィリップス・レスピロニクス（東

京）に約７２００万円の損害賠償を求める訴え

を東京地裁に起こした。 

 訴状によると、男性は２０１３年にＡＬＳを

発症。入退院を繰り返した後、自宅で療養して

いた１４年１０月に人工呼吸器が作動しなくな

り死亡した。この呼吸器は同４月から使ってい

た。通常の使い方だったのに電源コードが断線

したとし、製品に欠陥があったと主張している。 

 提訴後、記者会見した妻（６２）は「なぜ事

故が起こったのか明らかにしたい」と訴えた。 

 遺族の代理人によると、フィリップス社から

同じ製品で過去１年間にコードの断線が１７件

あったと説明を受けたという。 

 同社は「訴状を受け取っておらず、コメント

は控える」としている。 

共同通信社 2016 年 1 月 4 日 配信 

◆RMニュース◆ 
 

教育セミナーの松本一彦先生 

＜人工透析後死亡、遺族と示談成立＞ 

伊勢市の病院は１７日、２０１３年２月に８

０代の男性入院患者が血液の人工透析中、機器

と体をつなぐ管の接続プラグが外れて大量に出

血し、約３カ月後に死亡する医療事故があった

と発表した。病院側はミスを認め、今月、遺族

と示談が成立した。 

 病院によると、男性は重い病気で救急搬送さ

れ１３年１月に入院し、同月末から透析を受け

ていた。管のプラグは当時、新たに導入したも

ので、メーカーの添付文書にあった「３０時間

以上の使用は避けること」との注意書きを見落

とし、約１３０時間連続で使用していた。プラ

グが外れた際にも発見が遅れたという。同院は

「再発防止に向け、安全管理体制を強化する」

としている。 

毎日新聞社 2015年 12月 18日  配信 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 

 2016 年 2 月 28 日（日） 

「第9回卒後教育セミナー」 

ﾊｲﾊﾟﾜｰﾃﾞｨﾊﾞｲｽ外来業務について考える 

会場 ムトウ本社 6F会議室 

 札幌市北区北11条西4丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

 2016 年 3 月 6 日（日） 

「第3回危機管理セミナー」 

DMATの活躍から学ぶ災害対策 

会場 北海道建設会館 

 札幌市中央区北4条西3丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

ろん指導的立場の方々にも有意義なセミナーと

なりました。 

年明け早々の多忙な時期にもかかわらず、ご

講義して頂いた松本先生に心から御礼申し上げ

ます。 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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平成 28 年 1 月までの理事会からのお知らせ 

 北海道医療技術者団体連絡協議会理事会参

加（大宮副会長、池田事務局長） 

平成 27 年 12 月 2 日（水） 

 公益社団法人立入検査対応（室橋会長、大宮

副会長、寺島常務理事、柴田常務理事） 

平成 27 年 12 月 18 日（金） 

 各委員会の取組みについて（セミナー、学会、

講演会、災害対策、広報関連、他） 

 公益社団法人北海道臨床工学技士会第 4 期

役員選出選挙について 

 公益社団法人日本臨床工学技士会 第 4 期

代議員役員選出選挙について 

 会費未納者の対応について 

 

****************************************** 

 2016 年 3 月 12 日（土） 

「北海道手術室安全セミナー in 旭川」 

会場 旭川赤十字病院 講堂 

 旭川市曙1条1丁目 1-1 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2016 年 4 月 30 日（土）・5 月 1 日（日） 

「第43回日本血液浄化学会学術大会 

・総会」 

会場 岡山コンベンションセンター 

 岡山市北区駅元町14番1号 

http://jstb43.jp/ 

****************************************** 

2016 年 5 月 14 日（土）・15 日（日） 

「第26回日本臨床工学会」 

会場 国立京都国際会館  

京都市左京区岩倉大鷺町422番地 

http://www.icckyoto.or.jp/ 

****************************************** 
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このコーナーは、平成 26年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 27 年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し、現在は手稲渓仁会病

院 臨床工学部にて勤務中の納村直人さんです。 

 

手稲渓仁会病院 

納村 直人 

私は平成 27年 3月に北海道ハイテクノロジ

ー専門学校 臨床工学技士学科を卒業し、4月か

ら手稲渓仁会病院 臨床工学部に勤めています。

当院の臨床工学部は、20名の CEと 1名の専任

事務員で業務を行い、多岐にわたる業務を日々

ローテーションで行っています。また急性期総

合病院であるため、臨時の業務が多く、特に患

者様の生命を救うことを身にしみて感じること

ができる病院でもあると思います。 

私が現在ローテーションしている業務としま

しては、各種血液浄化業務、心臓カテーテル業

務、高気圧酸素療法業務、ICU業務、手術室支

援業務、呼吸器ラウンド業務、機器管理業務で、

最初の数ヶ月は各業務に 1ヶ月ごとで回ってお

りましたが、一通り回り終えると、次は 2週間

ごと、現在では 1日 1日違う業務についており

ます。そのため今でも仕事に慣れてきたとは言

えず、日々新しいことにチャレンジです。 

また幅広い業務に携わることができるからこ

そ、いろいろなことを吸収し様々な視点から物

事を捉えることができると思いますので、各業

務で得た知識を活用し考えることができるよう

に努力したいと思います。 

 

 今年度から入職しましたが、「国家試験をと

ったらもうプロとして扱われる」という先輩の

 今年度から入職しましたが、「国家試験をと

ったらもうプロとして扱われる」という先輩の

言葉を聞き、新人だから．．．という考えでは

なく、先輩方から指導を受け、少しでも早く先

輩方のようになりたいと思い、毎日積極的に業

務を遂行しております。 

先輩方のレベルに達することはまだまだ先の

見えない話ではありますが「速く、丁寧に」業

務ができるように一日一日の業務を大切に行っ

ております。 

 当部では当直体制を敷いており、1月から私も

当直業務を行います。今までは先輩が居る中で

業務を行うことが当たり前でしたが、当直業務

では先輩がいない中で 業務を行わなければな

りません。自分が入職してから今日に至るまで

学んだ手技や知識を活かすことはもちろんです

が、当直業務に入るまでの期間も無駄にするこ

となく、できるだけ自分自身の力で対応できる

ように今のうちに身構えたいと思います。 
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年会費の口座自動振替の手続きお済みですか？ 
 

毎年、年会費の未納金が発生し、会の運営に支障をきたすとの理由から、平成 26 年度総会におい

て「会費規定の第 7 条」が改訂されました。 

そのため、平成 28 年 4 月より年会費の支払いは、原則口座自動振替のみとなります。つきまして

は、口座自動振替の手続きを行っていない会員の皆様は、平成 28 年 3 月 31 日までに口座自動振替

に移行していただきます。（ただし、事前に財務委員会にご連絡をいただき、理事会の承認を得た、

町立病院等の所属施設で会費を支払う会員を除きます。） 

なお、上記の期限までに手続きが完了されない場合、会員資格を喪失することになりますので、

ご注意ください。 

ご不明な点がございましたら、JCHO 札幌北辰病院 ME 部（011-893-3000） 財務 斉藤まで

ご連絡ください。 

 

【会員資格喪失に伴う不利益】 

・ 退会扱いになると自動的に日本臨床工学技士会も退会扱いとなり、日臨工会員であることが加入

条件となっている臨床工学技士責任賠償保険の適応や継続ができなくなる可能性があること。 

・ 北海道臨床工学会の演題発表や会員限定のセミナーなどに参加出来ないこと。 

・ 役員選挙の選挙権、被選挙権が喪失し、推薦人になれないこと。 

・ 今後、道臨工独自臨床工学技士責任賠償保険への加入が出来ないこと。 
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2016-(9)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１６年２月 

  



2016-(10)              公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１６年２月 
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北海道臨床工学技士会ニュース 
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       旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  脇田邦彦 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

       旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 
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